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　カマアシムシ目は、その形態学的特徴から六脚類の最
原始系統群と目され、六脚類のグラウンドプラン、高次
系統を解明する上で極めて重要な分類群である（e.g., 
Kristensen, 1975; Boudreaux, 1979）。六脚類の高次系統を
めぐっては、コンセンサスが得られない状況が続いてお
り、近年に至るまで様々な研究分野から新たな系統仮説
が提出されてきた（e.g., Kukalová-Peck, 1987; Koch, 2000; 
Misof et al., 2014）。比較発生学からも、内顎類（＝カマア
シムシ目＋トビムシ目＋コムシ目）を棄却し、有尾類（＝
コムシ目＋外顎類）を支持する新たな体系が提出されて
い る（Machida, 2006; Fukui and Machida, 2006; Sekiya and 
Machida, 2011; Tomizuka and Machida, 2012, 2015）。ここに
おいて、「漿膜の胚分化能の喪失」は有尾類を支持する
派生形質として極めて重要である。すなわち、カマアシ
ムシ目およびトビムシ目においては、漿膜は退化するこ
となく体形成に参加するが、コムシ目および外顎類では、
漿膜は発生後期に退化し、体形成に参加しない。カマア
シムシ目での漿膜の体形成能は、1）漿膜の分裂能の保
持、2）漿膜核の規則的配列、3）漿膜に退化像がみら
れないことなどから示唆されてきたが、証拠は不十分で
あった。幼虫の背板形成につながる「最終的背閉鎖」の
詳細な観察が重要であるが、そのような検討は、カマア
シムシ目の採卵、卵のインキュベーションの困難さ、微
小さから、いまだになされてこなかった。
　本研究において、サイコクカマアシムシ Baculentulus 
densus（Imadaté）を用い、胚発生後期から最終的背閉鎖
に至るまでの漿膜の挙動や中胚葉性器官形成を詳細に検
討することができた。組織学的観察において、やはり漿
膜の退化像は一切確認することができなかった。左右の
心臓原細胞は、正中方向に伸長する左右の外胚葉の先端
部よりさらに正中方向へ移動し、漿膜の直下で背脈管を
形成することが明らかになった。また、孵化個体の組織
学的検討から、サイコクカマアシムシは胚脱皮を行わな

い可能性が示唆された。サイコクカマアシムシにおいて
は胚発生後期に体表へのクチクラ分泌が開始するが、こ
のクチクラは胚クチクラではなく幼虫クチクラであり、
このクチクラ産生には漿膜細胞も関与していることが明
らかになった。これは、カマアシムシ目における漿膜の
体形成能を裏付けるもう一つの論拠として重要である。
今後、透過型電子顕微鏡を用いてより詳細な検討を行っ
ていく。
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